
 

 

 
平成２７年度は、３件の保存修理事業が実施されました。このうち加納家および木下家の修理

工事では、伝統的な外観を維持・復原するために、古くなって傷んだ部分や改変されていた箇所
を修理しました。また、日高家土蔵では、歴史的な景観に調和させて傷んだ箇所を直す修景工事
を行いました。 
工事内容を紹介しますので、建物の改修などを検討されている方は、参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 平成 18 年に国の重要伝統的建造物群保存地区に選定

されてから 10 周年を迎える今年、地区内で開催されて

きた行灯アート展も第 10 回となりました。今年度の行

灯アート展は、各地区の保存協議会から委員を出して設

立された重伝建10周年実行委員会が主催する形で4月

29 日（金）から実施されました。 

 今年も、北浜町街づくり委員会による湯浅まちなみ交

流館でのぜんざい等の販売や、太田久助吟製での甘酒の振舞いなどといった地区内の皆様

のおもてなしが、訪れた人々を笑顔にしていました。あいにく、最終日の 5 月 3 日（火）

は暴風警報が発令されたために、予定されていたイベントも含めて中止となってしまった

のが残念でしたが、それでも前半はお天気もよく 3 連休となったこともあって、４日間

で９，０００人（主催者発表）の来場者があり、地区内は大変賑わいました。 
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湯浅伝建地区保存協議会 
まちなみ瓦版に皆様のご要望などを掲載していきたいと思います。ご意
見・ご要望などございましたら、保存協議会委員まで連絡をお願いします。 

■ホームページ http://www.eonet.ne.jp/~denken-yuasa 
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平成２７年度 保存修理事業のご報告 
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加納家住宅主屋（西棟・東棟）修理工事（北町） 

工事前 工事後 
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木下家住宅主屋修理工事（北中町） 

工事前 工事後 
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日高家土蔵修景工事（北浜町） 

工事前 
工事後 

【竹行灯で「１０周年」を祝う】 

上段左：賑わう北町通り 

上段右：まえぐらでの大正琴

演奏会 

下段左：甚風呂で開かれた中

国琵琶演奏会 

下段中：こどもの部の展示 

下段右：北浜町街づくり委員

会によるおもてな

しの様子 



 

 

 

 

 毎年、「ひな人形展」に続いて開催

している「五月人形展」を、4 月 10

日（日）から 5 月 6 日（金）まで実

施しました。住民の皆様からお寄せ

いただいた五月人形や天神飾りは

年々数を増しており、甚風呂をはじ

め、個人宅を含めて地区内８ヶ所と立石茶屋で展示をしました。また昨年に引き続いて、

天神飾りも甚風呂と岡正で展示され、訪れた方々を季節感たっぷりな情緒の中に引き込み

ました。 

 
 
 

天神飾りは、もともと節句のときに、女児のために飾るひな

人形に対して、男児のために飾られた人形飾りで、湯浅では

昭和２０年代くらいまでは五月人形飾りの主流だったそう

です。その頃の武者人形は

裕福な家を中心にあった程

度のようです。昭和３０年

代からは、武者人形に主役

を譲り今ではあまり見られ

なくなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 梅雨の季節が近づいてきました。ジメジメした空気を吹き飛ば

したい…。そこで今年は、『甚風呂あじさい園』を開園します。ぜ

ひ皆さんお立ち寄りください。 

 期間：6 月５日（日）～7 月 10 日（日） 

 場所：①甚風呂中庭（開館時間内） 

    ②甚風呂西隣 若狭邸 

    ③甚風呂東側の庭地 

 

 

 

 

 4 月 6 日（水）、信愛女子短期大学生活文化学科の新 1

年生 58 名が伝建地区を訪れました。この、日本の伝統的

な暮らしや生業を学ぶべく伝建地区で研修をする「フレッ

シュマンキャンプ」は、今年で 4 年目となりました。 

 4 班にわかれた学生たちは、角長で醤油作りの、太田久

助吟製で金山寺味噌の歴史や製造方法を学びました。また、

湯浅ガイド協会の案内で町並みを散策し、湯浅まちなみ交

流館では、おもてなしのお茶

を飲みながら、住民との交流

をしていました。 

 若い学生たちとの交流は、

これからも続いていきたいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
湯浅町の歴史的風致（伝統的な建造物や市街地環境と、人々の活動が残されている環
境）を活かしてまちづくりを推進する「湯浅町歴史的風致維持向上計画」が、3 月
28 日に国（文部科学省・農林水産省・国土交通省）の認定を受けました。計画では、
『醤油・金山寺味噌醸造に薫る歴史的風致』をはじめ 7 つの歴史的風致が盛り込まれ
ています。計画は、湯浅町ホームページで見ることが出来ます。 

  URL http://www.town.yuasa.wakayama.jp/publics/index/130/ 
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まちの話題 

お知らせ 

まちの話題 

日 時：６月２５日（土） １３：３０～１５：３０ 

場 所：湯浅町役場３階 なぎホール 

演 題：『実像の湯浅宗重 ～そして幻の湯浅城合戦～』 

講 師：茨城大学教授 高橋 修 氏 

今に繋がる湯浅の発展の礎を築いた湯浅一族の祖「湯浅宗重」
の活躍を中心に、湯浅の歴史をひも解く講演です。 


